
交付金充当額 一般財源

（円） （円） （円）

192,957,121 178,792,000 7,440,121

【経費内容】　会計年度任用職員人件費730,500円 　商品券配布人数　 15,850人

 商品券作成委託2,321,000円　発送郵便料3,992,252円 （対象者 15,979人　配布率 99.19％）

158,377,000 6,346,000  商品券換金請求157,470,000円　換金口座振込手数料 　商品券配布金額　158,500,000円

 45,210円 　事務用消耗品費164,038円 　商品券換金額　　157,470,000円

 【事業の対象】　町内全住民（基準日：令和3年8月1日）　換金率　99.35%

　ICT支援員　　1人従事

 【事業の対象】　小学校4校、中学校1校 　勤務日数　233日

　10院×150,000円

（対象 10院　配布率 100％）

【経費内容】  

35,690 　健康管理システム改修業務委託料　2,208,690円

 【事業の対象】　

　町保健センターで管理している健康管理システム

　68事業所×150,000円

（対象 68事業所　配布率 100％）

　15事業所×150,000円

（対象 15事業所　配布率 100％）

0 　申請者　9人

19,171 　町内小学校4校、中学校１校 町内の小・中学校内での感染拡大防止策を強化し、

コロナ禍での学びの保障を確保できた。

298,500 　保健センター健康管理システムの

 【事業の対象】　 　マイナンバー情報連携改修　１台

　町保健センターで管理している健康管理システム

0 　町内保育所　10か所

【経費内容】 健康管理システム改修委託料 456,500 円新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から人

との接触機会を減少させるため、定期接種化され

たロタウイルスワクチンに係る予防接種情報のマ

イナンバー情報連携システムを連携させる改修

0

0

10
 保育対策支援事業

（保育所等における感染症対策のための整備事業）

令和3年4月1日

～

令和4年3月31日

1,420,000 710,000
町内保育所の感染症対策に要する経費（マスク、

消毒液、備品等の購入）

9
 疾病予防対策事業

（マイナンバー情報連携体制整備事業）

令和3年5月1日

～

令和4年3月31日

456,500 53,000

8
 学校保健特別対策事業

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）

（国庫補助金

710,000円）

（国庫補助金

1,842,000円）

（国庫補助金

2,475,000円）

（国庫補助金

105,000円）

6  川崎町障がい者児事業所応援資金事業

令和3年12月1日

～

令和4年3月31日

2,250,000 2,250,000

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、障が

い児やその家族の生活を支えるために必要なサー

ビスを継続し提供できる体制に努めている事業所

への支援金

令和3年4月1日

～

令和4年3月31日

4,969,171 2,475,000
町内の小・中学校の感染症予防に要する経費（マ

スク等の購入）

7  地域少子化対策重点事業

令和3年4月1日

～

令和4年3月31日

2,764,000 922,000

本町の若い世代の結婚・出産・子育てのより良い

環境づくりを目的とした支援事業

新規に婚姻した世帯に対する住宅取得費用に係る

支援及び引越費用に係る支援

事業実績 評価
経費内容

事業の対象

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から人

との接触機会を減少させることを目的とし、健診

情報を個人がマイナポータルを通じて閲覧可能と

するためのシステムの改修

（国庫補助金等

1,593,000円）

令和３年度　  計           

事業内容事業名 事業期間No.
決算額

740,760

0

 健診結果の利活用に向けた情報標準化整備事業4 2,208,690

町内の全歯科医院に支援を行い、感染症拡大防止対策を強化

できた。

本町の健康管理システムとマイナ

ポータルを運用連携できるよう改修

を完了した

健診結果等の個人の情報をマイナポータルを通じ閲覧可能と

なり、他者との接触機会の減少など、感染対策と利便性の向

上を図れた。

 川崎町介護を支える事業所応援資金事業5

令和3年12月1日

～

令和4年3月31日

10,200,000 10,200,000

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、介護

支援が必要な町民の生活を守るため感染リスクを

抱えながら運営している介護サービス事業所への

支援金

　令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業　　　効果検証

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を徹底し

つつ、感染リスクを抱えながら通常の診療体制を

継続している町内の歯科医療機関への支援

 川崎町内医療機関（歯科)応援支援金3

令和3年12月1日

～

令和4年3月31日

1,500,000 1,500,000

町内の小、中学校ではICTを活用し、1教室を少人

数化し分散教室での授業やタブレットを活用した

自宅等での学習を推進するため、各学校の教師が

短期間でICT機能を更に活用できるよう取組む強

化事業

 小、中学校学力向上推進事業 （ ICT支援員委託 ）2

令和3年4月1日

～

令和4年3月31日

2,465,760 1,725,000

1  川崎町ReBorn！商品券事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から外

出自粛要請等を受け、精神的疲弊をした町民へ町

内事業所で使用可能な商品券を配布し経済的に支

援を行い、併せて町内の経済活性化を図る

定期接種化されたロタウイルスワクチン接種情報をマイナン

バー情報と連携させることにより、個人が情報を確認できる

ようになり、他者との接触機会の減少など、感染対策と利便

性の向上を図れた。

町内の保育所での感染拡大防止策を強化することにより保育

体制を維持し、保育が必要な乳幼児やその家族の生活を守る

ことができた。
 【事業の対象】　町内保育所　１０か所

【経費内容】 CO2濃度測定器等備品購入費 計218,900 円

消毒用消耗品等 計1,201,100円

令和3年6月1日

～

令和4年3月31日

164,723,000

感染拡大等により経済的精神的な影響を受けている全町民へ

支援となり、売上減少等の影響を受けている町内業者への支

援にもなり、地域経済の活性化にも繋がった。

町内の全事業所に支援し、感染症拡大防止対策を強化し、

セーフティーネットの確保に繋げることができた。

【経費内容】 情報化支援業務委託料 2,465,760 円

【経費内容】  支援金・・・1,500,000円

（１医療機関につき150,000 円）

【経費内容】  支援金・・・10,200,000円

（1事業所につき150,000 円）

 【事業の対象】　町内介護福祉事業所等 計68事業所

 【事業の対象】　町内歯科医院 計10院

580,000

令和3年12月1日

～

令和4年3月31日

小・中学校の授業日にはICT支援員が町内何れかの学校で勤

務するよう配置したので、緊急なトラブルにも対応できス

ムーズにICT機器を使用した授業を行うことができ、感染対

策に配慮した授業が可能になった。

【経費内容】  支援金・・・2,250,000円

（1事業所につき150,000 円）

 【事業の対象】　町内障がい福祉事業所 計15事業所

町内の全事業所に支援し、感染症拡大防止対策を強化し、

セーフティーネットの確保に繋げることができた。

コロナ禍において婚姻数が更に減少傾向とならないよう対策

し、若い世代の安定した生活環境の確保に繋がった。

【経費内容】  支援金・・・申請者9人　2,764,000円

（1申請につき600,000 円以内）

 【事業の対象】　本町に転入し新規に婚姻した世帯に対

する住宅取得費用及び引越費用

【経費内容】 指導用デジタル教科書等備品購入費 計

1,891,518 円　消毒用消耗品等 計2,877,253円　手数料等

役務費　計200,400円

 【事業の対象】　町内小学校４校、中学校１校　計５校


